
まちづくり協定による玉宮通りのまちづくり～岐阜市玉宮通り～ 

 

 沿線土地所有者が建物を新築する時に 1.5m セットバックするとともに、緑化、半地下の設

置、建物でデザインの向上を図ることなどを盛り込んだ「まちづくり協定」を締結し、若者中心

のまちへ改善が進められ、賑わいが復活しています。 

 

【岐阜市の中心商店街の活性化が課題に！】 

 当地域は、ターミナル空間である岐阜駅周辺地区と繁華街の柳ヶ瀬地域との間にあっ

て、戦前・戦後に駅前通の商店街として栄えていたが、モータリゼーションの発展や都

心部の人口減少等に伴って、賑わいが薄れていきました。 

 
●玉宮通りの位置と現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：玉宮通りまちづくり協定：玉宮まちづくり協議会・岐阜市 
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【平成 2年 2 月 22 日午後 2時 22 分にこだわりの「まちづくり協議会」がスタート！】 

 しかし、市は、当地区の賑わいができれば、都心の 2 つの拠点（駅前繊維問屋街と柳

ヶ瀬商店街）が結びつき、岐阜市の都心の風格と活力を取り戻すことができると考え、

平成元年から地元説明会を開催してきました。その結果、平成 2年 2 月 22 日午後 2時 22

分に地権者及び借家人 94 名で「玉宮まちづくり協議会」が発足し、1 年間の研究の末、

まちづくり協定方式による整備を決定し、平成 4 年に関係者の 95％の賛成を得て「玉宮

通りまちづくり協定」締結しました。 
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【すてきなお店や街並が出現しています】 

 沿線で建築しようとする者は、専門家や行政が参加した「まちづくり委員会」に建築

内容を事前に相談しますと、まちづくり委員会は、協定に基づき協議を行い、「建築計画

経由証明書」を発行します。その証明書を添付して確認申請を行うことになります。 

 この結果、半地下を持った建物や緑化をした建物、デザインの優れた建物が沿道に

徐々にたち始め、若者が中心に集まる通りができ、ブティックなど今までの柳ケ瀬地区

にないテナントが入店しています。 

 現在では、おしゃれな町になればなるほど増える「落書き」が悩みの種となっていま

す。 

 

 

【整備前】               【街並みと道路景観】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【整備後】 
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